
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.9 

大阪市立平野北中学校 

保健室 

 いよいよみなさんが楽しみにしていた夏休みですね。今年の夏は、どんなこと

をして過ごしますか？部活動や習い事、旅行など、それぞれの予定を楽しんでく

ださいね。 

 これから約１か月休みがありますが、休み明けに元気な状態で登校できるよ

う、規則正しい生活を心がけて、自分の体調管理をしましょう！ 

 

保健だより 夏休み 

令和 3年に全国で水難に遭った人の数は

1,625人にもいます。そのうち 744人が亡

くなったり行方不明となったりしています。

いったん事故が起きると、命にかかわる重大

事故になる可能性が非常に高いのが、水難の

特徴だといえます。 

 

水難の死亡・行方不明はどのような場所で発

生しているのか、死者・行方不明者の割合を

場所別にみると、1位が「海」で全体の

49.2％、2位が「河川」（34.0％）、3位が

「用水路」（9.0％）、4位が「湖沼池」

（7.1％）となっています。 

① 子どもだけで水場（海・川・プールなど）に行かない 

危険が予想されるときに止めてくれる人は必要です。また何かあったときに頼

れる人がいた方が重大事故につながりにくいです。 

② 友人と遊びに行くときは、必ず親に「時間」「場所」「誰と」を伝えておく 

③ 水場に遊びにいくときは、携帯電話は防水パックに入れて使えるようにしてお

く 

④ 川や釣りのときなどは、ライフジャケットを着用しておく 

⑤ 川は急に深くなるところ、滑りやすいところがあること、晴れていても前日の

天気などで急に増水することなどを知っておく。 

⑥ 海上で事故にあったときには「１１８番」で海上保安庁へ連絡する。 

GPS情報をONにした状態で、遭難者自身が１１８番することで、海上保安庁

で位置確認ができ、早く救助することができます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


